
令和８年度 剣道夏季昇段審査会講評 

                                                                中倉幸雄 

 

 令和 8年８月９日（日）クラサス武道センターで剣道夏季昇段審査会が実施されました。 

この日に合わせて準備修練され、合格された皆様に心よりお祝い申し上げます。 

 今回の審査会で気づいたことを申し上げます。図らずも不合格となられた人やこれから

審査会を受審される皆さま、そして指導者の皆さまの参考になれば幸いです。 

 

【実技審査について】 

 審査会は、「全剣連 剣道称号・段位審査実施要領」の下記「審査の着眼点」に基づいて

審査します。 

（１）初段ないし三段 

   ①正しい着装と礼法 ②適正な姿勢 ③基本に則した打突 ④充実した気勢 

（２）四段および五段 

   初段ないし三段の着眼点に下記の項目を加えたもの 

   ①応用技の錬熟度  ②鍛錬度   ③勝負の歩合 

  

以下、実技審査についての所感を申し上げます。 

 初段～全体的に防御に気を取られず、積極的にまっすぐに面を打てていたと思います。 

    面に打って出るときに両肘が曲がり腰が引けるような姿勢では評価されません。   

    日頃から、正しい素振りと基本動作の実践をお願いします。 

 二段～充実した気勢から面技・小手技・胴技など、積極的に技を出せていたと思います。  

    課題点としては、最初から最後まで打ち掛かっていく傾向ですので、相手の隙を 

    ついて仕掛けたり応じることができるとよいと思います。 

 三段～攻めのある打突がポイントです。スピードで勝つ剣道ではなく、剣先で相手の中   

    心を攻め、攻め勝って打つことが要求されます。いかに自分の間合いをつくって        

    有効な打突を打つかという、打突までの過程が見られます。 

 四段および五段～「勝負の歩合」を争う中にも、先を取って相手を崩して打突の機会を 

    創ることが重要です。短い時間に気の焦りもあったと思いますが、攻めも溜めも  

    無くただ技を仕掛けている内容が見受けられました。打突の機会を捉えて打つこ 

    とを覚えるには、普段の稽古から攻め勝って打つことを意識することが大切です。 

 

【日本剣道形審査について】 

 今回は各段ともに不合格者はありませんでしたが、全体的に理合を理解せず、動作と順

序だけ間違えないよう実施する受審者が多く見受けられました。 

 剣道形は審査に向けて稽古するものではなく、日頃から短時間でも剣道形に取り組む姿

勢が大切です。特に、中・高校生の日本剣道形については、日頃からの指導者のご指導と

実践が不可欠です。「師弟同行」は剣道の特性であり、大きな教育的意義を持っています。 

指導者は、日本剣道形を正しく継承し、次代に伝えなければなりません。真摯に向き合っ

ていただきますようお願いします。 

  

以下、日本剣道形審査会で気づいたことを申し上げます。 

〇初段ないし三段について 

・打太刀（師の位）、仕太刀（弟子の位）の関係を理解し、呼吸を合わせ、原則として仕太   

 刀が打太刀より先に動作を起こさないこと。仕太刀が先に動作を起こしている人がいる。 

・打太刀は打突部位を正しく打突し、仕太刀は、物打で打突部位を正確に打突することが                    



 大切で、打突後十分な気位で残心を示さなければならない。打突部位に物打が届いてい     

 ない人が多い。 

・左上段の剣先は、振りかぶりすぎて両拳より多少下がっているのが見受けられた。 

・二本目の小手打ちは「右小手の位置より、わずかに低く打つ」となっていますが、これ 

 が、水平ないし、少し高い位置となっているのが見受けられる。 

・三本目の仕太刀は、打太刀の刀身を物打の鎬で軽く入れ突きに萎やすと同時に打太刀の 

 胸部へ突き返す。その理合と技術を習得できていない人が多く見受けられた。 

・四本目の仕太刀の脇構えの剣先の高さは、下段よりやや低くとり、刀身が相手から見 

 えないように構える。これが出来ていない人が多く見受けられる。 

・四本目の切り結んだ剣先の高さはほぼ頭の高さとなる。とあるが頭の上で切り結ぶ人が 

 多く見受けられた。 

・五本目の打太刀が仕太刀の正面に届かず手前で振り下ろして仕太刀のすり上げを失敗さ 

 せてしまう人が見受けられた。 

・六本目の仕太刀のすり上げ小手打ちが出来ずに「払い」なっている人が見受けられた。 

・七本目の気当たりの双方の剣先が天を向いている。打太刀は仕太刀の胸部に剣先を向け 

 ること。 

〇四段および五段について 

 上記、初段および三段に述べた内容に加えて 

・立会前後の礼法・立会の所作、木刀の取り扱いが雑な人が見受けられる。 

 入退場時の木刀（太刀、小太刀）の持ち方が平行になっていない。 

・小太刀の二本目、三本目の仕太刀が打太刀の右腕を制する方法を知らない人が見受けら 

 れる。二本目は、二の腕を関節よりやや上部を上から押さえて腕の自由を制する。 

    三本目は、関節よりやや上部をやや横から押さえ、小太刀の刃部の刀の鎺（はば 

    き）で打太刀の鍔元を押さえ、腕の自由を制する。 

・小太刀の三本目の仕太刀がすり上げ、すり落とし、すり流し、すり込み、の方法が不十 

 分な人が多く見受けられた。しっかり勉強してほしい。 

 

 四段および五段を合格された皆さまには「段位にふさわしい迫真性、重厚性」を求めて

ほしいと願います。「全剣連 日本剣道形解説書」を熟読され、日頃の稽古に取り入れて下

さい。日本剣道形は、剣道の原点をなすものです。これを正しく理解し、真剣に修練する

ことは、竹刀稽古にも活かされ稽古の内容が好転します。皆さまの更なるご精進をお祈り

いたします。 

 

  

  

   


